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アオミドロ語誌拾遺（2）：アオミドロの語源諸説
仲田 崇志

　『語誌（4）』（前々号）ではアオミドロがアオミドリに由来すると紹介したが，『大言海 1』（1932）にも「みどろト云フハ，
音通ナリ」（音通：語の母音が変化すること）とある。最新の『広辞苑 7版』や『大辞林 4版』でも，アオミドリはア
オミドロの異称や古名とされる。だが巷には他の語源説も流布している。
　例えば「おどろ」を語源とする説で，新崎盛敏（『大日本百科事典 1』1967，『万有百科大事典 19』1972，『日本大百
科全書 1』1984）が伝聞として示した。『語源辞典 植物編』（吉田 2001）にも同説があるが，やはり根拠が示されてい
ない。また「血みどろ」や「汗みどろ」の「みどろ」に由来するという推測もある（濱田 1992．藻類 40: 57–60）。他に，
京都の深

みどろがいけ

泥池のように「みどろ」を含む地名もある。深泥池は，底に深く泥が堆積していることに由来するらしく（下
中 1979．京都市の地名．p. 516），こちらもアオミドロとは関係なさそうだ。
　アオミドリからアオミドロへの変化に，おどろ

0 0 0

やみどろ
0 0 0

または泥（『語誌（5）』，前号；また『本草綱目啓蒙』に備前
方言のアミドロが引用）への連想が関わった可能性は否定できないが，根拠を示すことは難しい。
　言葉の語源には諸説あることが珍しくないが，言葉の類似のみを根拠とするなど怪しいものも多く，注意が必要だろう。

日本藻類学会研究奨励賞の募集について（第 20回，2024年授与）
　研究奨励賞は，我が国の藻類学の発展に積極的に寄与する
ことを期待し，藻類学及びその関連分野において優れた研究
成果を上げた大学院修了後 5年程度以内，推薦の時点でおお
むね 40歳未満の者に授与します。

　応募手続など詳しくは日本藻類学会ホームページに掲載の
募集案内をご覧下さい。

応募締切日：2023年 12月 25日（月）必着




